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〔省

　

令
〕

Ｏ
容
器
保
安
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省

令

（経
済
産
業

一
〇
五
）

Ｏ
農
薬
を
登
録
し
た
件

（農
林
水
産
二
二
一
一
～
三
二
一
三
）

Ｏ
農
薬
を
再
登
録
し
た
件

（同
三
二
一
四
）

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（同
三
二
一
五
）

Ｏ
製
造
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び

に
製
造
の
方
法
等
に
関
す
る
技
術
基
準
の

細
目
を
定
め
る
告
示
及
び
高
圧
ガ
ス
保
安

法
施
行
令
関
係
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

件

（経
済
産
業
二
六
九
）

Ｏ
昇
降
機
の
定
期
検
査
報
告
に
お
け
る
検
査

及
び
定
期
点
検
に
お
け
る
点
検
の
項
目
、

事
項
、
方
法
及
び
結
果
の
判
定
基
準
並
び

に
検
査
結
果
表
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

（国
土
交
通

一
一
七
九
）

Ｏ
建
築
設
備

（昇
降
機
を
除
く
。）
の
定
期
検

査
報
告
に
お
け
る
検
査
及
び
定
期
点
検
に

お
け
る
点
検
の
項
目
、
事
項
、
方
法
及
び

結
果
の
判
定
基
準
並
び
に
検
査
結
果
表
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
一
八
〇
）

客

不

(号  外)
独立行政法人国立印刷局

O

〔官
庁
報
と
邑

官
庁
事
項

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針
の

一

部
変
更
の
公
表
に
つ
い
て

（内
閣
０

〔公
　
　
と
Ｂ

諸

事

項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行

政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス

・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
平
成
二
十
七
事
業
年
度
財
務
請
表
↓

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る
登
録
、
企

業
年
金
基
金
設
立
、
国
民
年
金
基
金
連
合

会
個
人
型
年
金
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る

規
約
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〓
赤五九

八
エ

〈
六 >

①
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全
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〈
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０
経
済
産
業
省
令
第
百
五
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
高

圧
ガ
ス
保
安
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
容
器
保

安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十

一
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
　
世
耕
　
弘
成

容
器
保
安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第

一
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中

「充
て
ん
」
を

「充
填
」
に
改
め
る
。

一　
容
器
保
安
規
則

（昭
和
四
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
Ｅ

二
　
冷
凍
保
安
規
則

（昭
和
四
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十

一
号
）

〓
一　
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則

（昭
和
四
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）

四
　
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

（昭
和
四
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）

五
　
ヨ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則

（昭
和
六
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）

（容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
集
　
容
器
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
十
号
中

「液
化
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
十
二
」
を
「液
化
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
三
百
三
十
四
ｙ
ｆ
、

液
化
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
二
百
三
十
四
ｚ
ｅ
、
液
化
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
十
一
こ

に
改
め
、
同
条
第
二
十
九
号

中

「該
当
す
る
も
の
」
の
下
に
ズ
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
三
百
三
十
四
ｙ
ｆ
及
び
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
二
百

三
十
四
Ｚ
ｅ
を
除
く
。と

を
加
え
、
同
条
第
二
十
号
中

「じ
よ
限
量
が
百
万
分
の
三
百
以
下
の
も
の
」
を

「毒
物
及

び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
毒
物
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
表
液
化
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一液
化
ジ
メ
テ
ル
エ
ー
テ
ル

同
条
表
液
化
ク
ロ
ム
メ
テ
ル
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一液
化
フ
ル
オ
ロカ
ー
ボ
ン
二
十
二

同
条
表
液
化
塩
化
ビ
ニ
ル
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
液
化
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
四
百
四
Ａ

同
条
表
液
化
四
ふ
つ
化
エ
テ
レ
ン
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一液
化
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
三
百
三
十
四
ｙ
ｆ

同
条
表
液
化
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
二
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

液
化
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
二
百
三
十
四
Ｚ
ｅ

液
化
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
百
三
十
四
ａ

（冷
凍
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
冷
凍
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
項
第
二
号
中

「二
酸
化
炭
素
」
を

「
ヘ
リ
ウ
ム
、
二
酸
化
炭
素
、
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
三
百
三

十
四
ｙ
ｆ
、
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
二
百
三
十
四
ｚ
ｅ
」
に
改
め
、
「フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
二
十
一
こ
の
下
に
「、
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ポ
ン
三
十
一
正

を
加
え
、
「、
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
五
百
九
Ａ
及
び
ヘ
リ
ウ
ム
」
を
「及
び
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
五
百
九
Ａ
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

こ
の
二
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
　
不
活
性
ガ
ス
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
三
百
三
十
四
ｙ
ｆ

ロ
　
フ
ル
オ
ロ
オ
レ
フ
イ
ン
千
二
百
三
十
四
ｚ
ｅ

ハ
　
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
三
十
二

一　
一　
・
エハ
七

一
　

一
　

・

一

一

四

十　一　・　一五

一
・
・
〇
五

一〇。
一廟峨
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Ｏ
回
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
九
号

建
築
基
準
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
三ｅ

第
六
条
第
二
項
及
び
第
二
項
、
第
六
条
の
二
第

一

項
、
第
六
条
の
こ
の
二
第
二
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
条
の
こ
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昇
降
機
の
定
期
検

査
報
告
に
お
け
る
検
査
及
び
定
期
点
検
に
お
け
る
点
検
の
項
目
、
事
項
、
方
法
及
び
結
果
の
判
定
基
準
並
び
に
検
査
結

果
表
を
定
め
る
件

全半
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十

一
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
上
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓
一

別
表
第
一
一
爛
の
項
接
触
器
、
継
電
器
及
び
運
転
制
御
用
基
板
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

接
触
器
、

鰯朧綿舶
げ
移州隣
潮確

状
況 雛嗣蠅醜蜘鞘

作
動
の
状
況

脚醐囃搬胸麟繭理犠駿

脚勘囃撫潮帥翻聾Ｔ輩

孵難
鵬
擁膊
離れ
が
昨動

口
　
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
い
摩
耗
が
あ
る

縦哩報靭綾勲湛騨吐

口
学
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
い
摩
耗
が
あ
る

往
競
議
灌
離

な
い
こ
と
。

麟
呼琳
郡狂常
に作動
し

別
表
第
一　

ノ
三
、問

丁
項
綱
車
と
主
素
の
か
か
り
の
状
況

懲
胴
式
の
も
の
を
除
く
。）
の
項
囲
の
欄
＝

房

の
摩
差

を

「主
索
及
び
溝
の
摩
耗
」
に
改
め
、
「す
き
関
」
の
下
に

「若
し
く
は
網
車
外
周
か
ら
の
主
索
の
出
張
り
」
を
加
た
、

同
頂
ω
の
襴
中

「す
き
摘
」
の
下
に

「若
し
く
は
網
車
外
周
か
ら
の
主
索
の
出
張
り
」
を
加
え
、
「又
は
」
を

「若
し
く

は
」
に
改
め
、
「底
当
た
り
し
て
い
る
こ
と
」
の
下
に

「又
は
複
数
あ
る
消
間
に
著
し
い
摩
耗
差
が
あ
る
こ
と
」を
加
え
、

Π
ｍ
Ｗ
の
項
保
持
力
の
状
況
の
項
い
の
欄
中

「モ
ー
タ
ー
」
を

「竜
動
機
」
に
改
め
、
同
ｍ
凹
の
項
ブ
レ
ー
キ
剖
動
時

の
プ
ラ
ン
ジ
ヤ
ー
の
状
況
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
ｍ
回
の
項
摩
耗
粉
の
状
況

（電
気
制
動
式
の
も
の
に
限
る
。）
の
項
ω
の
相
中

「パ
ツ
ド
」
を

「パ
ツ
ド

等
」
に
改
め
、
同
船
円
の
項
転
倒
及
び
移
動
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
の
項
日
の
欄
中

「令
第
百
三
十
九
条
の

八
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
。」を

「巻
上
機
等
の
駆
動
装
置
又
は
制
御
器
を
は
り
等
へ
堅
固
に
取
り
付
け
て

ジ時プ

Iをと
状フ制
況ン動

か
ど
を
保
持
し
て
い
る
状

繊
縦恥
小
類巾聰
にな勘

測
定
す
る
。

ロ
　
プ
ラ
ン
ジ
ヤ
ー
の
ス

ト
ロ
ー
ク
が
要
重
点
点

触
雄
執
嶋
盛
畔
鄭
称
ら

イ
と値がジいの
9か

要ヤる機プ
ら是 Iこ器ラ
外正のと等ン
れとス又とジ

汽ぞ占夢譲γ
る基 Iラ しが
こ準クンて他

い
な
い
こ
と
。」
に
改
め
、
同
表
六
回
の
項
い
の
欄
中

「ヌ
は
」
を

「及
び
」
に
改
め
、
同
項
作
動
の
状
況

（油
入
式
の

も
の
に
限
る
。）
の
項
ω
の
相
中

「全
圧
縮
」
を

「圧
縮
」
に
、
「復
帰
す
る
ま
で
の
時
間
」
を

「復
帰
す
る
こ
と
」
に
改

め
、
同
項
口
の
欄
中

「九
十
秒
以
内
に
」
を
削
る
。

別
表
第
二
一
い
の
項
電
動
機
主
回
路
用
接
触
器
の
主
接
点
の
状
況
の
項
い
の
襴
中

「確
認
す
る
」
を

「確
認
し
、
交

換
基
準
に
従
っ
て
交
換
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
」
に
改
め
、
同
項
的
の
欄
中

「摩
耗
が
あ
る
こ
と
」
の
下
に

「又
は

技
換
基
準
に
従
っ
て
交
換
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
加
え
、
Π
〔
Ｗ
の
項
個
の
襴
中

「令
第
百
二
十
九
条
の
八
第

一
項

の
規
定
に
道
合
し
な
い
こ
と
。」
を

「巻
上
機
等
の
駆
動
装
置
又
は
制
御
器
を
は
り
等
へ
堅
回
に
取
り
付
け
て
い
な
い
こ

と
。」
に
改
め
、
同
表
六
倒
の
項
作
動
の
状
況

（油
入
式
の
も
の
に
限
る
。）
の
項
い
の
欄
中

「全
圧
縮
」
を

「圧
縮
」
に
、

「復
掃
す
る
ま
で
の
時
間
」
を

「復
帰
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
個
の
襴
中

「九
十
秒
以
内
に
」
を
削
る
。

別
表
第
五

一
９
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

←→

機
械
室
内
の
状

況

汚
損
の
状
況

昇
降
機
以
外
の

設
備
等
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

脚靭勘紳瑚班蕩響融撤

機
械
室
内
に
昇
降
機
と
関

係
の
な
い
設
備
等
が
あ
る

駐
騒
離熙
諄
腿

生
じ
て
い
る
こ
と
。

別
表
第
五
一
日
の
項
接
触
器
、
愁
電
器
及
び
運
転
制
御
用
基
板
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

鞘
轟
敵

御
用
基
板

ブ
レ

触
器

状
況

―
キ
用
接

の
接
点
の

婚嗣蠅睡脚銚

作
動
の
状
況

脚勘嗽撫脚帥鞠襲Ｔ攣

脚鞠雌殻潮肺翻魏従輩

鱚
段
籍
れ綽
動

口
　
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
い
摩
耗
が
あ
る

こ
と
又
は
交
換
基
準
に

統
巾
一験黎
さ
れ
てい

口
　
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
い
摩
耗
が
あ
る

往
つとα難鮫激纏群
砒

な
い
こ
と
。

鰯
雌
魏
郡
狂
常
に
作
動
し

別
表
第
五

一
い
の
項
ブ
レ
ー
キ
制
動
時
の
プ
ラ
ン
ジ
ヤ
ー
の
状
況
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〉
のレ引各判翔

ジ
ャ
ー
の
状
況

踏
段
を
保
持
し
て
い
る
状

朧
離囃
率
π鯛
咄
にな
刊

測
定
す
る
。

ロ
　
プ
ラ
ン
ジ
ヤ
ー
の
ス

ト
ロ
ー
ク
が
要
重
点
点

姫
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魏
』
継
騨
難
抑
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イ
　
プ
ラ
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ジ
ヤ
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他

Ｗ琳
瑞
騨
走
瞬騨
力
Ц

ジ
ャ
ー
の
ス
ト

ロ
ー
ク

醐
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命
』軽
騨
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lttl

駆
動
鎖

（駆
動

鎖
を
設
け
た
も

の
に
限
る
。）

給
油
の
状
況

駆
動

ス
プ

ロ

を
力
叫
災
玲
醐

の
本
ず
れ

駆
動
鎖
の
伸
び

の
状
況

ス
プ
ロ
ケ
ツ
ト

と
駆
動
鎖
と
の

か
み
合
い
の
状

況 駆
動
鎖
の
張
り

の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

朔勅泳ヴ
如力ｐ
叫椛鍬

呻掟剃碇
賊̈
蔵
松歌伊

によ
り確
認す
る。

駆
動
鎖
の
伸
び
を
測
定
す

ュ

留

。 紳朔
級耶聴診
により確

鎮
を
揺
ら
し
、
そ
の
振
幅

を
測
定
す
る
。

瑞
袖
が
適
切
で
な
い
こ

口
　
駆
動
ス
プ
ロ
ケ
ツ
ト

と
従
動
ス
プ
ロ
ケ
ツ
ト

肋琳が
初郭軽臆軟鯨

え
て
い
る
こ
と
９

イ
　
駆
動
ス
プ
ロ
ケ
ツ
ト

嘘縦鋤
態〃
勲影
ｐ朴

醜
岳盛
騨難
賤期左
唖

ケ
ツ
ト
の
歯
面
に
傷
若

れ
＜
は
欠
損
が
あ
る
こ

口
　
駆
動
鎖
の
伸
び
が
要

頼琢
諒勲笠―ヽな嶋軽
騨

イ
　
駆
動
鎖
の
伸
び
が
要

是
正
と
な
る
基
準
値
を

超
え
て
い
る
こ
と
。

ス
プ

ロ

と
の
か

あ
る
こ

”ゅ叫礎期醐脳

奇
叫
郡盛騨堆
か
ら外れ

別
表
第
五

一
的
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
三
い
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

n

踏
段
鎖
、
ベ
ル

ト
又
は
踏
段
相

互
の
す
き
閥

階
段
相
互
の
す

き
間

ベ
ル
ト
の
劣
化

の
状
況

卵辮
麟
の給油

上
水
平
部
に
お
い
て
最
も

敵控
那趙搬都
壇
のす
き

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

ロ イ
　
平
成
十
二
年
建
設
省

告
示
第
千
四
百
十
七
号

鱗中一窃筵傍す（穣難が

カ
レ
ー
タ
ー
に
あ
つ
て

軌Ｔ
′ヽ特η
嚇絲
跡
に麟

合
し
な
い
こ
と
。

剖
報
ダ鰺競
Ｔ龍
製
収は

給
油
が
適
切
で
な
い
こ

Ｌ

Ｃ

。

別
表
第
六

一
倒
の
項
接
触
器
、
継
電
器
及
び
運
転
制
御
用
基
板
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

聴鞠棚腑

御
用
基
板

ブ
レ
ー
キ
用
接

撤
器
の接点
の

朧鋤鰯縦
卿鞘

接
点
の
状
況

作
動
の
状
況

目
視
に
よ
り
腋
認
し
、
交

融
進
畔
証糀確っ謙較搬
整

脚醐雌娘潮翻翻韓従鞍

明
難
船
稜麓
議れ
Ｔ昨
動

口
　
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
ド
摩
耗
が
あ
る

紅
つと専難鮫魏
盛響
吐

な
い
こ
と
。

口
　
変
形
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
著
し
い
摩
耗
が
あ
る

往
つと叡如鮫
激
盤響
眈

な
い
こ
と
。

昇
降
機
が
正
常
に
作
動
し

な
い
こ
と
。

別
表
第
六

一
鋤
の
項
組
車
と
主
索
の
か
か
り
の
状
況

（巻
胴
式
の
も
の
を
除
く
。）
の
項
側
の
襴
中

「溝
の
摩
耗
」
を

「主
索
及
び
溝
の
摩
耗
」
に
改
め
、
「す
き
間
」
の
下
に

「若
し
く
は
綱
車
外
周
か
ら
の
主
索
の
出
張
り
」
を
加
え
、
同

項
口
の
欄
中

「す
き
間
」
の
下
に

「着
し
く
は
網
車
外
周
か
ら
の
主
索
の
出
張
り
」
を
加
え
、
「又
は
」
を
「着
し
く
は
」

に
改
め
、
「底
当
た
り
し
て
い
る
こ
と
」
の
下
に

「又
は
複
数
あ
る
溝
間
に
著
し
い
摩
耗
差
が
あ
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

別
記
第

一
号
１
９
の
欄
接
触
器
、
継
電
器
及
び
運
転
制
御
用
基
板
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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綱車又は
巻胴

複数の溝間の摩耗差の状況

綱車と主索のかかり

イ 製造者が指定する
準値

(

要是正となる基

口ml

ロ

慕塁亀写客婆鷲便七去な基蜂稽者
(   mm)

ハ.細車と主索の滑り等により判定

適・否

道・否

ミ配終I中川SG纂霊料,く道引(】 曝G軍
～
ヽG■

`'い

望湛く、へ暉
°

ミ配田 市r→ こQ零Ⅲヽどヽ一十G軍や≪Gヽ ,い翌苫e理°

ミ罹賦
'コ
“

ⅢいOG準削Q撃
～
KGヽい翌雷O鸞

°

径の状況

最も摩耗した主素の番号 (  )
直径 (  Шm)

未摩耗直径 (   コL41

%

ミ罹銀 1可「 ÖG軍蝦16型雛繋茶望ヽS(縮祭憔撃郎翌斌ぺ鸞糀くGttG軍や憔GⅢ 6ユい翌枢彎鸞
°（中

興
ヾ
蝋

段
く
中
）

賀F壽雰耗粉
により谷費ぴぴ等像し号

谷部が赤鋪色に見える主索の番号
(   )

直径 (   皿m)

未摩耗直径 (   Inml

藍導衰
る鋳及

lぴ

鎌びた摩耗粉判定

１
大

　

本

り
最
数鵬”効

ｌ
ピ
の

%

誤艦lにくI中 ドヽOG躍
～
ヽGヽ .∩ 望苫10呻

°

ミ配llR Iユ世ぐこG睾榔ヽGヽ ,fヽ 翌菩舎鞭
°

遂廿
　
　
　
Ш
　
　
口
響
く
　
Ш

〕
Щ
〕
〕
鮮
ω
側
餐
鮮

　

ゆ
〕

ブレーキ

aln)

コLm)

プランジャーストローク

イ.構造上対象外

口.製造者が指定する

要重点点検となる基準値
(  nnl

要是正となる基準値
(  Ыml

ハ・黒裂是纂な
い事情により、検査者

要重点点検となる基準値
(

要是正となる基準値
(

mm)

□m)

パッドの厚さ

イ,製造者が指定する

要重点点検となる基準値
(  血■)

要是正となる基準値
(     mm)

口'ふ
黎亀写な

い事ユ
i青 に

|り
、オ食査者

要重点点検となる基準値
(

要是正となる基準値
(

保持カ

イ.プ レーキをかけた状態において、
トルクレンチにより確認

口・電ブ笥振芝て分ケを禁琴揺議
サ
|て
ヽ

ハ.確
覇
に荷重を加え、かどの位置を

じゅう動面への油の付着の状況

右

左

道・否

適・否

俗) 調速機ロープ

箕ピ轟雰耗粉
により谷費爾奮筆急し弄

直径 (   Ⅱm)

未摩耗直径 ( コIm)

璧華費
る錨及

)び

錨びた摩耗l隣判定

素線切れ

該当する素線切れ判定基準 (   )
素線切れが生じた部分の断面積の割合

70%超・70%以下

径の状況

直径 (   ω

未摩耗直径 ( コL■)

%

%

釣合おもり非
常止め装置

作動の状況

イ,無積載の状態において非常止め作動時にブレーキを
開放して確認

口'姦穣知上密察摯藁堤夢扉ダ筈て,唐毒墓庭蟹琴羅墨空
ハ.義常止め作動時にかどを持ち上状 主索の緩みを確

二・
合こと盈肇銑

象手F壁素妻覆蚤暴畿え糖望奎等転薯

形式  早ぎき式・次第ぎき式・スラックロープ式



(41 緩衡器及び緩
衝材

油量の状況 (油入式のものに限る。)

作動の状況 (油入式のものに限る。)

劣化の状況

形式  ぽね式・油入式・緩衝材

適・否

適・否

適・否

（中

側
く
Ｎ

憔
く
申
）

０

一

ミ罹当Lヽ I軒
'Oα

G零
～

lヽ G・6'い翌答台鞭
°

ミ祀熱 1中く。§G撃
～
ヽGヽユい煙薔e鸞°

塞遷非常止め
作動の状況

イ・罰鴬迄シ多±隼ぞ舗我尋搾確轟
において非常止め作

口'姦穣鑑ぞ察字纂耗拶弄r空雫,倉毒墓花肇藍羅繁
空

ハ.悲
彗機象

作動時に釣合おもりを持ち上げi主索の緩

二・余写ツ皇素撮線え彊璧ま寿奮雹誓密を縫饒かどが動

形式  早ぎき式。次第ぎき式・スラックロープ式

ミ紀lよミII世畑授⑥←「主索又は鎖」弾「「主繁又は鎖」」翌
′R最も素練切れの多い」

～
「として掲げ

たもの、最も摩損した」翌
′「、錆びた」拠「及び鋪びた」攣'「及びプレーキパッドの状況」弾「とし

て掲げたものに関する写真並びにブレーキパッドの状況」想
′
陽町添 1様式劇弾「それぞれ別添 1様式

に従い添付してください。ただし、同一の写真を添付することとなる場合は、一枚添付すれば足りま

す。また、」翌菩台
′
匡③

～
EOAJδ

′
E⑤Ⅲ回ЭAJO′ E⑬

～
EOAJO′ 匡③NEeAJO'E⑤■「該

当しない」
～

「該当する」翌
′「取消線で抹消して」弾「Oで囲んだ上で」翌菩台

′EQ～匡⑬AJ♪
′

E⑬ Gl己 起＼Gμ

`,い

望ミペや
°

⑬ 6141「緩衝器及び緩衝材」の「形式」には、該当するものをOで囲んでください。また、「劣化
の状況」、「作動の状況`」及び「油量の状況」には、別表第一い欄に掲げる判定基準に該当しない

場合は「適」を、該当する場合は「否」をOで四んでください。

昌祀訳 I眸畑硬⑤Ⅲ「には、該当しない形式を取消線で抹消して」
～

「の「形式」には、該当する
ものをOで囲んでください。また、「作動の状況」には、該当する確認方法を選択し、「イ.」 から「二.」

のうち該当するものをOで囲んで」望菩O'匡⑤
～
EQAJう′E⑤Q屋里ヽGユ

`n翌
ミペ鸞

°

⑮ 416)「調速機ロープ」には、素線切れ数を記入することを除き、⑮から②までに準じて記入し
てください。

ミ経釈 I中却授⑤爬E③刊D′ 回③爬EQAJD′ 匡Θ
～
匡⑬NO'EΘと「部分の径〕

～
「部分」

翌'「主素の番号」
～

「部分がない場合は「なし」を、ある場合は「あり」をOで囲んでください。「あ
り」をOで囲んだ場合は、その主索の番号及び該当する錆及び鋪びた摩耗粉判定基準」翌菩骨

′
lttlJ合」

G卜翌「及び谷部が赤鋪色に見える主索の1構成より1ビッチ内の最大の素線切れ数」
～
ミⅢゝく'E③

k望巡巡AJⅢうトンヽ G■

`|い

と」ミ.く NeD

なお、「鋪及び鋪びた摩耗粉判定基判 には、以下の表2に従つて鋪及び錆びた摩耗粉判定基準の

記号を記入してくだきい。

表2 鈴及びa青びた摩耗粉判定基準の記号

以下のaと bの記号を組み合わせて記入すること。

a島青及び鋪びた摩耗粉の判定記号

1 錨びた摩耗粉が多量に付着している場合

2 点状の腐食が多数生じている場合

3割
審黙挽舅葉轄揺去之翁督

が赤鋪色に見える部分の直径の錨が無い部分の直径に対する

4 錯びた摩耗粉により谷都が赤鋪色に見える部分がある場合

b判定結果の記号

イ 要是正判定の場合

口 要重点点検判定の場合

ハ 指摘なしの場合

く記入例>

鋪びた摩耗粉が多量に付着している場合で、判定が要是正であった場合

該当する備及び鋪びた摩耗粉判定基準 (1-イ )

指摘事項がない場合

該当する錯及び鋪びた摩耗粉判定基準 ( ハ )

ミ紹肖kく Iが,4u瀬③
～
回③A」 0′ 匡Θ手「該普しない」Ⅲ「該当する」翌

′「取消線で抹消して」kドJ「O
で囲んで」翌毬舎

′
匡Θ翌翠醇刊OWК Gヽ〕い望員ⅢⅢくゃ

°

なお、「素線切れ判定基準」には 以下の表 1に従つて素線切れ判定基準の記号を記入してくださ
い 。

表 1 素線切れ判定基準の記号

以下のaと bの記号を組み合わせて記入すること。

a素線切れの判定記号

1 蒸線切れが平均的に分布する場合

2 素線切れが特定の部分に集中している場合

3ぁ
奮場怒

れ力
'生

じた部分の断面積の摩損がない部分の断面積に対する割合が70%以下で

4 谷部で素線切れが生じている場合

b判定結果の記号

イ 要是正判定の場合

口 要重点点検判定の場合

ハ 指摘なしの場合

く記入例>

素線切れが平均的に分布する場合で、判定が要是正であつた場合

該当する素線切れ判定基準 (1-イ )

指摘事項がない場合

該当する素線切れ判定基準 ( ハ )
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禅
　
　
Ш
鯉
く
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〕
一
鮮
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ミ
蟹
畔
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別
記
第

一
号
注
意
⑩
を
同
④
と
し
、
同
〇
中
「
中
と
を
ヨ
冊
料
」
ｅ

「中
⑤
丼
灘
と
に
改
め
、
同
Ｏ
を
同
⑪
と
し
、

回
⑭
を
同
⑩
と
し
、
同
⑮
を
同
①
と
し
、
同
①
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

③
　
牌
ｇ

「Ч
マ
ー
十
」
ｅ

「Ц
Ч
く
く
甘
―
【
プ
ロ
ー
ヽ
」
戸
再
）
「ヽ

Ｌ

瀾
再

「口
Ｌ

ｅ
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囃
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軒
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Ｏ
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Ｏ
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き
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Ｏ
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磯
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Ｈ
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＞
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∈
ヽ
ハ
汎
併

，
つ
討
蔵
∈
″
灌
淋
囃
ｅ
薗

辟
＄
丙
片
ｓ
燿
離
囃
哉
爺
糾
軒
ぶ
騨
揺
威
軒
き
ｓ
ぶ
叶

，
舗
ゆ
舜
髄
を
け
Ｎ
ぶ
軒
ラ
引
燕
膏
脂
ｓ

，
縛
叫
難
競
赳

科
群
が
Ｍ
機
苗
膏
片
ｓ
き
訃
⊂
肘
舗
ゆ
再
生

イヽ
」
Ｎ
Ｏ
【
田
き
託
卜
【
・
肘
議
百
刑
脚
洵
対
藩
漕
鋭
瑠
融
Ｈ
Ⅳ

対
が
Ｍ
器
蔵
Ｎ
訓
＞
ご
Ｐ
卦
載
膏
藩
購
【
営
耐
⊂
討
４
群
軒
訓
＞
⊂
ヽ
ハ
■
曽
ブ
。

別
記
第

一
号
注
意
⑭
中

「謙
泄
群
い
用
瀬
Ｈ
」
を

「離
酎
軒
か
別
阿
所
矛
摩
湾
磯
用
榊
Ｒ
」
に
、
「九
薄
蝋
境
畔
耐
軒

ゝ
Ｍ
絹
」
を

コ席
叫
囃
遊
畔
辞
呻
い
牌
帯
蔵
」
に
、
「肘
錨
声
瑠
瀬
Ｈ
併
軒
い
脚
鶴
」
を

「酎
護
萬
瑠
隣
所
Ｊ
藩
滓
轄
期

脚
Ｈ
卜
労
が
Ｍ
蝶
禽
」
に
改
め
、
同
⑭
を
同
⑮
と
し
、
回
⑭
中

「Ｏ
【
」
の
下
に

「□
き
説
卜
再
′
遭
洲
泄
―
こ
丙
前

閑
∽
礎
淵
帥
琳
嚇
珊
測
眸
耐
が
『
ゅ
再

「藤
」
軒
′
熙
低
料
い
Ｍ
ゅ
再

「引
」
Ｎ
Ｏ
【
」
を
加
え
、
同
Ｏ
を
同
⑮
と
し
、

Θ
　
Ｐ
Ｃ

「Ч
マ
ー
十
」
０

「∈
Ｓ
ｕ
翌
ロ
ク
⑤
き
０
４
蝋
⑤
丼
訂
」
再
再
・
遭
那
誤
ｌ
ａ
議
声
獣
ミ
い
と
討
鵬
単

再
離
に
ご
対

，
Ｍ
ゆ
再

「藤
」
針
´
難
Ｋ
辞
い
舗
ゆ
苺

「引
」
Ｎ
Ｏ
心
団
き
葛
ハ
説
”
ヴ
。

別
記
第

一
号
注
意
⑫
中

「対
藩
囃
」
を

「群
叫
難
」
に
、
「訓
＞
⊂
′
謹
樹
」
を

「識
＞
∈
【
ハ
洸
暗
ヴ
。
識
掛
」
に

改
め
、
「で
ｒ
」
Ｎ
Ｏ
【
」
の
下
に

「田
き
蔵
肝
Ａ
′
澄
糾
油
―
こ
蓋
丙
節
囁
い
さ
澱
Ｍ
横
萬
離
怪
σ
軒

，
飾
ゆ
再
「磁
」

Ｎ
´
難
Ｌ
軒
ざ
舗
ゆ
再

「琳
」
膵
Ｏ
穏
口
ざ
【
ハ
討
併
ヴ
ｏ
き
沖
ヽ
一賊
婢
ｅ
講
副
ｅ
穏
離
誂
③
丼
訂
下
奸
ｓ
琶
討
ご

，

遭
糾
消
ｌ
ａ
霊
膏
酎
ミ
ゝ
き
酎
Ｍ
器
再
畔
Ｌ
σ
母
了
前
ゆ
耳

「磁
」
郎
夕
難
Ｋ
軒
い
節
ゆ
再

「朔
」
弾
〇
ヽ
」
を
加
え
、

口
⑭
を
同
⑬
と
し
、
同
①
中

「囃
低
ｇ
対

，
」
を

「囃
Ｋ
呻
が
」
に
、
「曽
謡
謝
Ａ
弊
ま
ｇ
討
」
を

「Ｏ
【
田
き
激
」
に

改
め
、
同
①
を
同
⑫
と
し
、
同
⑮
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｏ
　
ｗ
Ｓ
）
「離
鷲
朗
′
譲
甜
報
滓
鋭
蘭
甜
営
§
議
鵬
封
」
０

「部
鬱
麟
肝
回
誤
渤
離
薄
謡
ｅ
障
熊
力
」
瀬
鋭
「ヽ

マ
ー

キ
訥
熊
薄
諮
⑤
離
浙
」
丙
再
ン
熊
浙
Ｎ
皿
鐵
膏
片
Ｓ
課
剥
ｇ
コ
遭
糾
削
土
ご
蓋
丙
前
馬
か
琶
耐
鵬
綿
高
囃
怪
∈
対

ラ
舗
ゆ
再

「廊
」
熊
・
囃
低
軒
ぷ
説
ゆ
算

「琳
」
Ｎ
〇
五
田
き
【
〈
識
針

，
。
誤
コ
弾
い
蒲
ご
母
尋
営
斑
Ⅲ
苗
葛

課
譜
辞
ゝ
田
卜
瑳
心
弾
軒
ラ
説
ゆ
眸
葛
お
け
Ｎ
茶
蛇
皿
試
丙
片
Ｓ
譜
剥
心
弾
軒
ラ
甑
ゆ
再

「譜
剥
引
Ｈ
」
Ｎ
Ｏ
葛

団
ざ
【
ハ
れ
併
ラ
。
野
討

，
Ｎ
Ｈ
Ｉ
単
ド
ー
判
硝
叫
陪
再
´
熊
所
〔
弱
齢
鵡
ё
引
加
ゆ
】
肝
ｃ
洋
簸
ゆ
【
び
！
徹

甫
誌
◆
併
離
光
サ
い
⑤
前
煎
漁
再
＼
マ
ー
キ
ｅ
苓
響
丼
鞘
韓
ド
ｏ
引
膊
ゆ
弾
薄
当
軒
Ｓ
対
転
ご
フ
Ｄ
響
番
萬
サ
軋

Ｎ
避
卜
け
碑
ゞ
珊
型
熊
了

，
コ
臼
営
萬
囃
Ｋ
↓
Ｎ
Ｍ
¢
再

「畔
に
呻
か
」
弾

，
囃
Ｌ
Ｃ
対
ヴ
前
ゆ
再

「囃
照
⊂
叶

，
」
熊
Ｏ
葛
団
き
心
ハ
戯
け

，
。
け
ｕ
丙
Ｌ
ヽ
Ｌ

Ｎ
Ｏ
〔
田
き
託
卜
【
′
＝
裁
膏
胆
誅
燥
哉
誌
糾
群
さ
料
群
陣

経
Ｎ
測
≫
ｇ
ｙ
対
義
高
細
溶
料
済
コ
測
α
【
ｅ
蒔
⑤
】
朋
ド
叫
洋
が
Ｗ
朗
乾
舒
ざ
舗
ゆ
再
【
ｅ
Ｗ
朗
弾
訓
＞
ご
ヽ

ハ
晟
併

，
。
討
れ
⊂
′
灌
離
峠
ｅ
薗
辟
報
膏
脂
ｓ
燿
淋
叫
劫
誌
酎
母
ざ
務
癖
鵬
軽
弾
湾
ｓ
爺
対
ラ
舗
ゆ
対
鶴
を
け

Ｎ
諭
対

，
叫
前
丙
片
ｓ
フ
群
鮮
囃
競
刑
耐
呻
い
滸
藩
辟
縦
肩
片
ｓ
き
耐
ぐ
討
舗
ゆ
耳
ツ
「口
Ｌ

弾
Ｏ
ヽ
団
ざ
洸
ト

心
´
酎
蓋
丙
【
ｅ
料
群
鵬
器
拇
識
＞
∈
´
軒
戴
丙
帥
添
料
麟
口
濶
Ｌ
ヽ
ｅ
占
ｅ
】
用
併
∬
Ｎ
い
叫
肌
減
§
さ
舗
ゆ

再
ヽ
ｅ
咄
飢
Ｎ
訓
＞
゛
【
〈
れ
隣
ブ
。
軒
舒
´
Ч
Ｈ
Ｉ
単
帝
Ｉ
Ч
畔
鞘
【
母
ゝ
舗
ゆ
再
´
】
咄
ご
い
料
濤
鵬
器
Ｎ

辞
じ
ゝ
】
用
再
馘
ｓ
難
キ
き
蓼
ン

軒
蓋
萬
帥
漆
料
癖
コ
瀬
鋭
【
ｅ
書
】
用
ド
＝
洋
が
Ｗ
対
乾
餃
ゝ
Ｍ
ゆ
耳
【
⑤
製

凱
弾
訓
＞
∈
Ａ
ハ
説
け

，
。

別
記
第
二
号
１
働
の
欄
接
触
器
、
継
電
器
及
び
運
転
制
御
用
基
板
の
相
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

重縁議聾
彗竪曹評

耐
攣
藤
冊
回
謡
甑
熊
鷲
訥
⑤
障
熊
赤

冊
熊
力
Ｎ
Π
苗
声
片
ｓ
課
訓

く
Ｈ
Ｉ
こ
や
Ｉ
Ч
珊
設

（囃
照
群
が
・
製
怪
ｇ
”

，
）

料
済
Ｍ
揺

ヽ
・
遭
誅
鵡
繊
誌
識
母
心
料
済
牌
盤

（　
　
　
　
　
　
　
）

口・酌
哩抑鰤
舶
哨Ⅷ
荊
腑断
綽フ
『

別
記
第
二
号
２
０
の
欄
径
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

蔽
⑤
葬
萬

難
゛
穏
甜
ぐ
討
＝
洲
ｅ
醇
帥

（
　

）

耐
硼

（
　

目
）

排
穏
講
副
戯

（　
　
　
昌
）

沢

別
記
第
二
号
２
③
の
欄
鋪
び
た
摩
耗
粉
に
よ
り
谷
部
が
赤
鋪
色
に
見
え
る
部
分
の
径
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

熱
鋭討穏謙導
再片
ｓじ翠
峨輔輪輸
輔判

洋
か
襲
ゆ

↓
襲
協
斗
綿
耐
声
洵
沖
が
冊
糾
ｅ
串
煎

（　
　
　
）

耐
諌

（　
　
　
目
）

沖
穏
甜
耐
ぼ

（　
　
　
目
）

辞
Ｌ
群
い
踊
濶
鋭
齢
鋭
討
梯
講
華
当
灘

隣
終

（　
　
　
）

・〉ト

〕
隷
澤
片

ｓ
〕

凩
く
】
∃
⑤
帥
＞

ｅ
糾
離
目
針
埓

沢

別
記
第
二
号
４
⑨
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
ロ

別
記
第
二
号
６
④
の
相
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（９

選
出
藤
ロ
ー
ゝ

鴻
咀卸鞠
謙華
声
片
ｓ¢
却
磯剣
輪
榊
輛『

耐
麒

（　
　
　
目
）

沖
穏
謙
耐
甫

（

邑

熙
謎
却
ぃ
轟
澤

穐
轟
鏡
肘
韓
誰
醇
当
耐

洲
謝
首
営

熙
Ｌ
料
か
浜
読
遭
苦
き
討
鵬
慕

（　
　
　
）

漑
謝
遭
皆
身
卜
Ｃ
肘
襲
ゆ
ｅ
縣
酬
離
ｅ
聖
ゆ

ぶ
沢
戯

・
ｄ
＼
堂
ヨ

戯
ｅ
涛
萬

酎
戯

（
　

日
己

排
概
講
耐
浦

（

邑

＼ 沢

0

離
騨
能
瀾
α
謙

酪
章

欝
陣
⑤
丼
爵

（き
＞
出
⑤
い
ｅ
雨
爾
か
し

苓
攣
ｅ
涛
爵

（善
＞
舟
ｅ
ひ
ё
膏
爾
か
し

導
台
ｅ
丼
欝

ミ
淋
　
　
時ヽ
餅
科

・
善
＞
淋

・
謙
酎
離

藤

・
瑚

磁
・
引

直

・
瑚



∝ ミ罹黙|1中劇↑腫⑮■「主索又は鎖」
～

l「「主索又l灘貰」」翌
′R最も素線切れの多い」

～
「として掲げ

たもの、最も摩損した」翌'「、錆びた」
～

「及乙〔備びたJ望 '「に関する写真を別添1様式、」爬「とし
て掲げたものに関する写真をそれぞれ別添1様式に従い添付してください。ただし、同一の写真を添

付することとなる場合は、一枚添付すれば足ります。また、」V苫台
′
匡⑤やE⑬ AJう

′
E⑤

～
E⑤刊

お
′
匡⑬熙匠⑤AJO'EQI「「かど非常止め装置」」G卜翌「の「形式」」知ミペ「́該当しない形式を取

消線で抹消して」卿「該当するものをOで園んで」望菩e′ 匠ΘttEQAJO'EQttEΘAJO'EΘ
Gl己 翌ヽ Gヽ

'い
望ミく鶯

°

② 4191「調速機ロープ」には、素線切れ数を記入することを除き、⑮から⑦までに準じて記入し
てください。

⑭ 6141「緩衝器及び援衝材」の「形式Jには、該当するものをOで囲んでください。また、「劣化
の状況」、「作動の状況」及び「油量の状況」に,よ 別表第ニロ箱に掲げる判定基準に該当しない

場合は「道」を、該当する場合は「否Jを Oで田んでください。

ミ配l甘礁Hコ世劇頼⑤
～
匠QA」♪

′
匡Θ長い恒工三Θ)も P～ |∩争い雖S卜

`′

匡⑤
=「

部分の径」拠「部
分J望

′「主素の番号」
～

「部分がない場合は「なじ」を、ある場合は「あり」をOで田んでください。
「あり」をOで団んだ場合は、その主索の番号及び該当する鈴及て,(3藤 びた摩耗粉判定基判 望褐台'「割
合JG卜翌「及び谷部が赤鋪色に見える主索の1構成より1ピッチ内の最大の素線切れ数」弾ミ,卜く'

EΘ望翠郎A」0ド′≪Gユ

`.い

翌ミトく韓
°

なお、「鋪及び鋪びた摩耗粉判定基準」には、以下の表2に従って鋪及び錆びた摩耗粉判定基準の
記号を記入してくだきい。

表2 鋪及び錆ぴた摩耗粉判定基準の記号

以下のaと bの記号を組み合わせて記入すること。

a備及び箋青びた摩耗粉の判定記号

1 錆びた摩耗粉が多量に付着している場合

2 点状の腐食が多数生じている場合

3割
響黙攪努乗格好歯2翁馨

が赤錆色に見える部分の直径の鋳が無い部分の直径に対する

4 鈴びた摩耗粉により谷部が赤鋪色に見える部分がある場合

b判定結果の記号

イ 要是正判定の場合

口 要重点点検判定の場合

ハ 指摘なしの場合

く記入夕il>

鋪びた摩耗粉が多量に付着している場合で、判定が要是正であつた場合

該当する鋪及び錆びた摩耗粉判定基準 (1-イ )

指摘事項がない場合

該当する鋪及び鋪びた摩耗粉判定基準 ( アヽ )

ミ罹増Lミ HユⅢ組瀬Θ
～
区Θ刊♪

´
区OⅢ 「該当しない」

～
「該当する」望

′「取消線で抹消して」弾「O
で囲んで」翌亀(a′ 匝Θ翌部部AJ♪ トン

′
КG声

`'い

望ミlく 鸞
°

なお、「素線切れ判定基準」には 以下の表 1に従つて素線切れ判定基準の記号を記入してくださ
とヽ。

表 1 素線切れ判定基準の記号

以下のaと bの記号を組み合わせて記入すること。
a素線切れの判定記号

1 素線切れが平均的に分布する場合
2 素線切れが特定の部分に集中している場合
3ぁ

奮場響
れが生じた部分の断面積の摩損力ヽない部分の断面積に対する割合が70%以下で

4 谷部で素線切れが生じている場合
b判定結果の記号

イ 要是正判定の場合
口 要重点点検判定の場合

ハ 指摘なしの場合

く記入例>

素線切れが平均的に分布する場合で、判定が要是正であった場合

該当する素線切れ判定基準 (1-イ )

指摘事項がない場合

該当する素線切れ判定基準 ( ハ )

（中

側
寸
∝
賦
く
中
）

甲

　

　

煙
　
　
Щ
理
煮

Ш

耳
Щ
】
甲
攣
∽
ω
蟹
畔

裏隠無口色世剰瀬Θ
～
匡ΘAJO'EΘI「「径」

EO則 0′ EOや匡Θ刊う'EΘ
～
匡ΘA」0'

」
～
「「径の状況」1翌 「́比率」

～
l陪

J合」翌吝e′ EΘN
匡Θ・E‐ 「該当しない」ぅ(J「該当する」翌

′「取消線で抹
消したJ～「Oで囲んだ」翌導;0'EΘ ttEttJa′ EEttΘ Gぺ望КG■

`よ

い翌長ド
`く

中
°

① l15)「接触器、継電器及び運転制御用基板」の「電動機主回路用接触器の主接潤 には、接点
を目視により確認し、別表第二側襴に掲げる判定基準に該当しない場合は「適」を、該当する場
合は「否」をOで四んでください。部品を分解しなければ目視で確認することができない場合等
でやむを得ず目視により確認できない場合は「確認不可」をOで四んでください。また、フェー
ルセーフ設計とは、接点に溶着等の不具合が生じた場合でも、運行指令と接点からの信号等との
不整合を検知するなどし、自動的にかごを制上させる設計をいい、これに該当する場合は「該当
する」を、該当しない場合は「該当しない」をOで囲んでください。さらに、「イ!」 をOで囲ん
だ上で、左lmに製造者が指定する交換基準を記入し、右欄に最終交換日及びその他の必要と考え
る事項がある場合はその事項を記入してください。ただし、製造者の倒産等により製造者が指定
する交換基準を知り得ない場合などやむを得ない事情により、検査者が設定する交換基準により
判定した場合は、「口.」 をOで囲んだ上で、左襴にその交換基準を記入し、右襴に最終交換日及
びその他の必要と考える事項がある場合はその事項を記入してください。なお、フェールセーフ
設計である場合は、必ずしも交換基準を定める必要はありませんが、右襴に最終交換日及びその
他の必要と考える事項がある場合はその事項を記入してください。

ミ
'寇

却印lIコ世′→gQ畢超G軍
～
xGⅢ

`よ

【ヽ翌苫ettδ

径の状況

最も摩耗した主索の番号 (  )
直径 (  llttl)

未摩耗直径 (   血■l

%
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別
記
第
三
号
１
い
の
桐
鋪
ぴ
た
摩
耗
粉
に
よ
り
谷
部
が
赤
錆
色
に
見
え
る
部
分
の
径
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

鎌
鋭
討
軽
誰
導
萬
片
ｓ
じ
襲
蛍
斗
熱
耐
〔
Ｍ

洋
さ
嬰
⇒
　
　
　
　
　
　
（舒
ｓ
・
耐
∈
）

０
磯
乾
翼
熱
耐
戸
Ｍ
沖
ふ
肝
器
ｅ
単
中

（　
　
　
）

耐
繭

（　
　
　
目
）

排
機
諜
耐
隷

（　
　
　
目
）

畔
眠
↓
が
熱
滓
鋭
罰
α
討
機
甜
導
き
辞

鵬
器

（
　
　

）

⑤「〔卜J

専ξ已
→「 〉トトと 渓

別
記
第
二
号
２
側
の
欄
径
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

甫
Θ
葬
灘

棘
゛
韓
謙
⊂
討
肝
淵
ё
単
煎

（

耐
麒

（　
　
ヨこ

斗
穏
甜
副
戯

（
　
　
ヨ
己

＼

湘
蝦齢鞠謙華
丙片
ｓ¢
翠嶋鞘輪
哨
輔蜘

¢
嬰
遊
郭
魏
醸
再
Ｍ
洋
ざ
計
刈
ｅ
単
帥

（　
　
　
）

耐
中

（　
　
　
目
）

斗
穏
誰
耐
繭

（

Ｅ
己

隅
搬
却
ゝ
熱
瀾
恥
蔀
鋭
討
概
甜
華
遊
耐

ｗ
謀
灘
片

ｓ
ｗ

氏
ｗ
】
∃
ｅ
帥
Ｘ

ｅ
灘
謝
ヨ
苦
洋

,ト 沢

別
記
第
二
号
注
意
⑭
中

「謝
再
再
生
冊
淵
」
菌
ｅ
ｕ
い

「蔵
と
を

「⑤

「甫
ｅ
涛
嵩
と
に
、
「ド
報
」
を

「型
ゆ
」
に

改
め
、
同
⑮
中

「熙
怪
ゞ
”

，
」
を

「囃
Ｌ
群
い
」
に
、
「却
熊
酪
葛
郭
ま
∈
【
」
を

「Ｏ
【
Ｍ
き
葛
」
に
改
め
、
同
⑮

に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

対
伊
Ｌ
鴻
魏
首
営
琶
耐
Ｍ
鵜
」
萬
再
ツ
】
引
ｅ
洲

μ
声
辞
む
ヽ
灘
酪
首
討
溢
刊
鵬
需
ｅ
訓
帥
弾
訓
＞
σ
ヽ
ハ
蔵
け

て
ツ
。糾

μ
　
洲
魏
ヨ
討
き
科
Ｍ
撃
⑤
甜
“

】
引
⑤
”
伴
げ
⑤
訓
“
弾
講
禅
ゆ
Ｊ
中
Ａ
訓
＞
軒
ざ
“
伴
。

ω
鶏
魏
首
Ｎ
ｅ
当
耐
訓
中

〕

那
謝
道
営
哉
Ч
苫
番
〔
ゆ
卦
辞
い
前
ゆ

］

沖
謝
ヨ
営
説
奪
辞
ｅ
襲
↓
萬
淋
善
∈
【
ラ
い
前
ゆ

ω
Ы
瑚
爛
囀
討
税
卜
Ｓ
討
裂
ゆ
ｅ
野
日
謝
ｅ
穏
崩
シ
対

，
襲
ゆ
ё
髯
劇
蹴
再
葦
辞
ぶ
型
ゆ
】
ぶ
沢
照
引
【

卜
　
¢
襲
【
灘
離
遭
針
境
肝
Ｃ
Ａ

，
い
Ｍ
ゆ

げ
当
副
講
油
Θ
訓
岬

ヽ
　
用
瀬
日
琶
耐
ｅ
読
ゆ

口
　
用
卿
赤
赤
群
沓
識
ｅ
飾
口＞

月l」

記
第

号
2
eη

の
オ↓珊
鋪
び
た
摩
耗
粉
に
よ
り
谷
部
が
赤
鋪
色
に
見
え
る
部
分
の
径
の
襴
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

ノヽ　
謙
鎌
軒
Ｃ
ｅ
Ｍ
ゆ

Λ
識
＞
芭
Ｖ

漑
魏
遭
苦
瑳
椒
む
Ｂ
丙
ゆ
卦
群
ぶ
節
ゆ
【
′
き
辞
減
用
諏
Ｈ
〔
骸
Ｕ
討
蛹
ゆ

囃
怪
軒
ゝ
漑
講
道
斜
萱
耐
鵬
絲

（
μ
！
ヽ
）

謙
欝
Ｗ
踊
乾
対

，
Ｍ
ゆ

即
怪
軒
ぶ
翼
謝
芭
苦
輩
耐
Ｍ
稲

（　

ノヽ　
）

別
記
第
二
号
注
意
⑮
中

「襲
い
０
戯
」
を

「襲
ゆ
」
に
、
「冊
測
○
串
中
」
を

「襲
ゆ
繊
射
ラ
説
ゆ
算

「対
ゞ
」
郎
´

舒
い
飾
ゆ
再

「ｙ
ｓ
」
“
Ｏ
葛
田
ざ
心
ハ
洸
け
了
Ｌ
研
ｓ
」
Ｎ
Ｏ
【
田
ざ
灘
前
ゆ
再
‘
【
ｅ
冊
料
⑤
単
“
濶
鋭
即
Ｌ
呻

い
徹
滓
∝
爺
鋭
討
隷
誰
導
き
耐
鵬
器
」
に
改
め
、
「聖
ゆ
」
の
下
に

「沼
鋭
↓
襲
功
Ч
締
耐
膏
和
洋
ざ
冊
洲
⑤
μ
講
爵
片

ｓ
μ
氏
く
】
呂
ｅ
難
＞
⑤
那
酪
首
斜
群
」
を
加
え
、
同
①
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

軒
舒
Ｌ
熱
滓
鋭
熱
鋭
討
穏
謙
導
き
辞
Ｍ
桜
」
再
再
マ
】
引
ｅ
辮

囀
再
減
ｕ
ヽ
都
瀬
悦
熱
鋭
汗
概
毬
華
き
辞
鵬
帯
ｅ

訓
煎
Ｎ
劇
＞
∈
州
ハ
沌
併
ラ
ｏ

糾
中
　
節
滓
鋭
鎌
鋭
計
穏
甜
導
琶
測
脳
軽
ｅ
訓
“

】
引
ｅ
ｐ
ト
ヴ
ｅ
訓
部
Ｎ
講
憐
ゆ
゛
中
【
訓
＞
母
ぶ
臼
卜
ｏ

”
難
滓
悦
斡
悦
肘
穏
謀
華
ｅ
差
辞
訓
帥

Ｐ
　
綿
鋭
討
韓
甜
華
遊
単
陣
声
苺
蝋
ぐ
Ａ

，
ゝ
Ｍ
ゆ

や
　
秀
弟
ｅ
爵
肺
協
】
群
肝
Ｇ
Ａ

，
Ｓ
離
ゆ

∞
聖
輪
魂
舒
靱
澱
群
柿
聯
蛉
紛
蝋
戦
卦
熱
耐

，ぃ
Ｍ
ヽ
い
畿
ウ
ｅ
耐
蔵
⑤
魏
湧
な

，
張
ゆ
⑤
副
甫
丙
溢
峙
い

卜
　
踊
鋭
討
穏
誰
導
再
片
ｓ
↓
襲
耕
斗
蔀
耐
膏
Ｍ
沖
い
襲
ウ
競
馘
が
読
ゆ

げ
輩
辞
謙
湘
⑤
訓
中

ヽ
　
用
前
Ｈ
き
討
ｅ
舗
ゆ

口
　
潮
脚
激
矛
騨
遊
辞
⑤
舗
ゆ

ノヽ　
誌
獣
軒
ご
③
舗
ゆ

ハ
訓
＞
菖
Ｖ

熱
鋭
討
穏
誰
導
壌
単
陣
丙
奪
雌
ご
【

，
い
前
ゆ
心
′
当
耐
域
川
市
Ｈ
〔
観
じ
Ｎ
Ｍ
ゆ

畔
旺
辞
い
勘
滓
』
韓
鋭
討
粽
離
醇
当
計
酷
帯

（
Ｐ
Ｉ
ヽ
）

蓋
欝
襲
飢
境
対

，
飾
ゆ

即
Ｋ
群
心
難
滓
碗
蔀
磯
計
韓
誰
導
と
灘
騨
帯

（　

／ヽ
　
）

別
記
第
二
号
注
意
⑬
中

「囃
低
ゞ
軒

，
」
を

「熙
Ｌ
軒
い
」
に
、
「習
熊
謝
葛
募
謡
ご
討
」
を

「〇
葛
田
き
れ
」
に
改

め
、
同
⑮
中

「く
必
再
」
を
ヨ
ミ
郎
」
萬
再
」
に
、
「即
照
ご
母
ラ
」
を

「熙
脹
峙
い
」
に
、
「却
ま
謝
【
斗
熊
Ｃ
Ａ
」
を

「○
為
団
き
葛
」
に
改
め
、
同
②
中

「
ｐ
Ｓ
滓
鋭
］
富
冊
洲
渕
再
総
」
を

「
μ
Ｏ

「観
〕
Ч
料
」
滓
悦
］
ｇ

「冊
料
瀾

再
離
と
に
、
コ

難
０
糾
酪
道
苦
ｅ
単

，
」
を

「
Ⅳ
⊂
【
前
囁
討
ひ
⑤
´
帥
ひ
穏
館
ご
討
」
に
、
「フ
熱
鋭
討
」
を

「瀬
鋭

熱
∝
汁
」
に
、
「測
鋭
く
マ
ー
キ
滉
）
ア
ｅ
涛
欝
」
を

「ド
ご
【
笥
囁
討
ひ
ｅ
丙
団
軒
い
蝋
糾
蹂
轄
丙
ヽ
マ
ー
キ
滉
く
ア

ｅ
丼
欝
」
に
、
罰
二郭

μ
難
群
Ｌ
を

「【
苦
へ
営
遭
郭

騨
謙
淋
〔
辞

，
郭
奪
ぐ
ヽ
ハ
汎
骸

，
ｏ
Ｎ
汎
ご
ン
罰
ｌ
⑤
頓
糾
硝

郭
草
呻
ゝ
出
併
陪
対
い
舗
ゆ
再
ツ
ー
薄
郭
４
軒
営
蔦
脚
ｓ
野
軒
。
貼
討
Ｌ
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
注
意
①
中

「難
怪
∈
軒
ラ
」
を

「鸞
低
軒
い
」
に
、
「翅
ま
謝
【
軒
熊
ご
肘
」
を

「Ｏ
【
国
き
れ
」
に
改

め
、
同
⑭
中

「ミ
郎
再
」
を
「
ミ
叫
」
丙
再
」
に
、
「辞
旺
Ｃ
対

，
」
を

「囃
旺
呻
い
」
に
、
「却
髯
謝
【
募
謡
ご
ヽ
」
を

「Ｏ
【
団
き
ヽ
」
に
改
め
る
。



Ｏ
劇

ミ肥絋RHH『出OG襲醐導理解r墾鯉語隠得製暮豪§阻ミ欄辱Q畢
～
ヽGヽ .fヽ望毬くa鸞

。
ハ .

ミ鯉熱旧中,ヽ3G零弾≪Gヽ ,い望苫台や°

慕肇是写な
い事JHにより、テ決査者

要重点点検となる基準値
(            口甑1)

要是正となる基準値
(  DL■ )

（申

∝
ヾ
猟
状
慧
中
）

鶴鱒蜘］

プレーキ用接触器の接点

接点を目視により確認

フエールセーフ設計
骸 当する。該当しない)

交換基準

イ.製造者力
淳

定する交換基準
)

口・彊誤讐
韓
鰐 要豊え菫部名

｀
,

電動機主回路用接触器の主接点

主接点を目視により確認

フェール
上骸三諄啓.該当しない)

交換基準

イ.製造者が指定する交換基準
(        )

口。
基言J慕黒考告學誤援窪こ亀|,

群
　
　
　
Ш
　
　
Ш
理
く
　
Ш
い
Щ

事
】
攣
∝
興
蟹
畔

誤艦斌旧ユ
「

出壼G躍
～
ヽGヽ

`fヽ
起吝ね中

°

(3) プレーキ

プランジャーストローク

イ.構造上対象外

口,製造者が指定する

要重点点検となる基準値
(  dm)

要是正となる基準値
(  mm)

☆                                                    ) Ilm

パッドの厚さ

イ.製造者が指定する

慕肇亀寧弯
い事情により、検査者

要重点点検となる基準値
(  am)

要是正となる基準値
(  aL4)

要是正となる

要重点点検と
Dm)

mm)

なる基準値
(

基準値
(

しゅう動面への油の付着の状況

口m

適・否

40 駆動鎖

給油の状況

悟肇今
=ロ

ケツトと従動スプロケット
イ.構造上対象外

口.製造者力普ヨ定する

要重点点検となる基準値
(    口n・ %)

要是正となる基準値
(    dm・ %)

ハ・
慕肇亀纂な

い事情により、検査者

要重点点検
負
なる基準値

.%)

要是正とな
彙
基準値

 Hm・ %)
二.歯面を目視により確認

駆動鎖の伸び

イ.製造者が指定する

要重点点検≒なる基準値
%)

%)
要是正となる基準値

( mm・

慕肇是写密
い事情により、検査者

要重点点検

要是正とな

と
(

なる基準値

る基準値
(:

I Hn,%)

nm・ %)

続イ
ロケツトと駆動鎖の中`み合いの状

駆動鎖の張りの状況

イ.製造者が指定する

要是正となる基準値
(    ll血 。%)

口・
黒裂亀写な

い事情により、検査者

要是正となる基準値
(   Hlm・ %)

適・否

適・否

llm・ %

um・ %

適・否

mm。 %



(6) 潜段鎖、ベル
ト又は踏段相
互のすき闘

踏段相互のすき間

ベル トの劣化の状況

踏段鎖の給油の状況

nn

適・否

適・否

（中

民
ヾ
ミ

献
く
中
）

晨膿賦旧」tいOG暉
～
ヽGヽよい望薔覚●準

°

ミ曲 ミ旧1に WOG辱
～

Gヽ注

`,い

翌菩e鸞°

俗) 駆動鎖切断時
停止装置

設定の状況

可動部の状況

作動の状況

道・否

適・否

道・否

ミ祀黙田H「 郎髄Θ
～
E⑤対0′ 区Θ

～
匡⑬刊う

′
匡⑤榊匡QA」 →

′
[EEQG経翌≪Qヽ ,い 翌ミⅢゝく鸞

°

⑪ 416)「駆動鎖切断時停止装置」の「作動の状況」、「可重な部の状況」及び「設定の状況lには、
別表第五博欄に掲げる判定基準に該当しない場合は「適」を、該当する場合は「否」をOで囲ん
でください。

ミ確lIミ トHlに郎授③Ⅲ「816洒 G卜翌「「踏段鎖、ベルト又は踏段相互のすき間」の「踏段
'貰

の給油の
状況」及び「ベルトの分化の状況」には別表第五,9欄に掲げる判定基準に該当しない場合は「適」を、
該当する場合は「否」をOで囲んでください。また、」弾ミペ

´
E③NEEttQAJう

′
EΘttEQ刊 0'匡

⑥G経望КGヽ ,い 攣ミ《鸞
°

⑦ l10「駆動鎖」の「駆動鎖の張りの状況」には、「イ.」 をOで囲んだ上で、左欄に製造者が指
定する要是正となる基準値を記入し、右I用に検査で測定した値と単位を記入してください。ただ
し、製造者の倒産等により製造者が指定する基準値を知り得ない場合などやむを得ない事情によ
り、検査者が設定する基準値により判定した場合は、「口.」 をOで田んだ上で、左欄に要是正と
なる基準値を記入し、右襴に検査で測定した値と単位を記入してください。

① l101駆動鎖」の「スプロケットと駆動,貴 のかみ合いの状況」には、別表第五個欄に掲げる判
定基準に該当しない場合は「適」を、該当する場合には「否」をOで囲んでください。

⑩ 1101駆動鎖」の「駆動鎖の伸び」には、「イ.」 をOで四んだ上で、左欄に製造者が指定する
要重点点検及び要是正となる基準値を記入し、右欄に検査で測定した値と単位を記入してくださ
い。ただし、製造者の倒産等により製造者が指定する基準値を知り終ない場合などやむを得ない
事情により、検査者が設定する基準値により判定した場合は、「口.」 をOで囲んだ上で、れ欄に
要重点点検及び要是正となる基準値を記入し、右欄に検査で瀕ll定 した値と単位を記入してくださ
い 。

⑮ ユαO「駆動鎖」の「駆動スプロケットと従動スプロケットの芯ずれ」には、駆動スプロケット
と従動スプロケットの芯が常に一定となる案内構造を用いており、駆動鎖交換時又は張力調整時
に芯ずれ調整が不要の場合は「イ.」 をOで囲んでください。「イ,」 に該当しない場合は、「口.」

をOで囲んだ上で、オ_l蘭 に製造者が指定する要重点点検及び要是正となる基準値を記入し、右襴
に検査で減ll定 した値と単位を記入してください。ただし、製造者の倒産等により製造者が指定す
る基準値を知り得ない場合などやむを得ない事情により、検査者が設定する基準値により判定し
た場合は、「ハ.」 をOで囲んだ上で、左襴に要重点点検及び要是正となる基準値を記入し、若欄
に検査で測定した値と単位を記入してください。歯面を目視だより確認した場合は、「こ.」 をO
で躍んだ上で、別表第二い欄に掲げる判定基準に該当しない場合は「適」を、該当する場合は「否」
を0で囲んでください。

ミ 罹 献 Hl世劇 授 ③
～

匠 OAJO'E工三Θ G柱 翌 ＼ G埓 4翌 ミ ペ 鸞
°

① l(8)「 ブレーキ」の「プランジャーストローク」には、「イ.」 又は「口.」 のうち該当するもの
を0で囲んでください。「口.Jを Oで囲んだ場合は左欄に製造者が指定する要重点点検及び要是
正となる基準値を評入し、右欄に検査で測定した寸法を記入してください。ただし、製造者の倒

産等により製造者が指定する基準値を知り得ない場合などやむを得ない事情により、検査者が設
定する基準値により判定した場合は、「ハ.」 を○で四んだ上で、左手関に要重点点検及び要是正と
なる基準値を記入し、右欄に検査で測定した寸法を記入してください。

駅醒賦H中身uttΘI「指定する要是正」
～
1「指定する要重点点検及び要是正」翌

′「点検者」
～

「検
査者」起'「左襴に要是正となる基準」N「左欄に要重点点検及び要是正となる基準値」翌苫O′ 口③
爬匡ΘA」お'EΘ G癌翌≪Gヽ lfヽ 望長ぺ鸞

°

① l(8)「 ブレーキ」の「しゅう動面への油の付着の状況」には、別表第五10欄 に掲げる判定基準
に該当しない場合は「適」を、該当する場合は「否」をOで四んでください。

駅罹眠H中則胆ΘⅢ「該普しない」御「該当する」望'「取消線で抹消した」褐「Oで日んだ」望喜
台
′
匡Θ

～
匡ΘAJO′ EEttΘ Gく遭ヽGヽ ―

fヽ翌ミAく 鸞
°

① l13)「接触器、継電器及び運転制御用基板」の「電動機主回路用接触器の主接点」及び「プレー
キ用接触器の接点」には、接点を目視により確認し、別表第五い襴に掲げる判定基準に該当しな
い場合は「適」を、該当する場合は「否」を0で囲んでください。部品を分解しなければ目視で
確認することができない場合等でやむを得ず目視により確認できない場合は「確認不可」をOで
囲んでください。また、フェールセーフ設計とは、接点に溶着等の不具合が生じた場合でも、運
行指令と接点からの信号又はプレーキの作動状盤等との不整合を検知するなどし、自動的に踏段
を制上させる設計をいい、 これに該当する場合は 骸 当する」を、該当しない場合は「該当しな
い」を0で田んでくだきい。さらに、「イ.」 をOで囲んだ上で、左欄に製造者が指定する交換基
準を記入し、右襴に最終交換日及びその他の必要と考える事項がある場合はその事項を記入して
ください。ただし、製造者の倒産等により製造者が指定する交換基準を知り得ない場合などやむ
を得ない事情により、検査者が設定する交換基準により判定した場合は、「口,」 をOで囲んだ上
で、左欄にその交換基準を記入し、右襴に最終交換日及びその他の必要と考える事項がある場合
はその事項を記入してください。なお、フェールセーフ設計である場合は、必ずしも交換基準を
定める必要はありませんが、右欄に最終交換日及びその他必要と考える事項がある場合はその事
項を記入してください。

誤経白で、1くrr.ここG雫翠重離'聾W昨繋る麟暮菜懲啜欄挙G軍きNKGヽ lい 翌藩e鸞°

及ヽ
制
板

器
器
転
基

盤

謡

ブレーキ用接触器の接点

接点を目視により確認

フェール≒覇曇諄藍.該当しなけ
交換基準

イ,製造者が指定する
(

交換基準

ロ やむを得ない事情により、
査者が設定する交換基準

(

)

検

)

電動機主回路用接触器の主接点

主接点を目視により確認

フエール≒該量肇啓.該当しない
交換基準

イ,製造者
啜
指定する交換基準

)

口 .

基薯慕象建學言長撓基亀
(

検

)

群
　
　
　
Ш
　
　
Ш
凹
≪
　
Ш
〕
唄
ｒ
】
学
ω
飩
雲
畔
　
　
】
Ｎ
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謹
村
渕
再

蝋
笥

戯
薄
Θ
郭
∃
ｅ
暢
誰
服
③
落
訂

識
冊
肘
＝
測
ｅ
サ
サ
ｓ

ヽ
・
搬
醐
蝋
功
離
辞
■
が
用
瀬
Ｈ
併
対
か
Ｍ

（
　

　

　

　

　

　

目
）

ロ

を
け
Ｎ
戒
射

，
引
駆ヽ

哉
畔
卍
呻
い
刑
瀬
出

（

再
,ャ

６
′
薄
叫
囃

い
隣
横
蔵己

Ⅳ
対

イヽ

謹
糾
卜
附
刈
⑤
部
ｓ
輩
声
鉾
ｓ
輩
科

藤

。
研

灘

・
研

目

＼
マ
ー
十

琶
曽
廿

滉
く
イ
ｅ
輌
隊

へ
・
燦
酢
囃
乾
蕪
辞
軒
ざ

用
脚
升
む
癖
卜
対
い
牌
嶺
蔵

（

瑠
瀬
Ｈ
卜
対
い
鵬
横
蔵（

己 邑

口

・

拗麗
趙
爛輯
ラЩ
蔀
膏片
ｓソ
癖叫
蝋

用
躊
新
赤
癖

用
池
Ｈ
ド
対

伴
軒
が
騨
横
高

（

ゝ
Ｍ
慕
蔵（

邑 邑

ご
ё
ｕ
響
引
ク
⑤
善
⑤
奪
蛸
⑤
弟
萬

磁

・
引

‖ 軒

ヨ ロ

灘

・
引

別
記
第
六
号
ｌ
⑩
の
欄
網
車
又
は
巻
胴
の
柵
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
１
い
の
桐
プ
レ
ー
キ
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
３
ω
の
相
径
の
相
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

蔵
ｅ
涛
灘

脚
０
欄
諜
ぐ
Ｎ
貯
刈
ｅ
単
中

（　
　
〉

耐
戯

（　
　
彗こ

沖
穏
甜
耐
麒

（　
　
　
目
）

沢

別
記
第
六
号
３
い
の
欄
鋪
び
た
摩
耗
粉
に
よ
り
谷
部
が
赤
鋪
色
に
見
え
る
部
分
の
径
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

湘
嶋印朔
誰華
丙片
ｓ↓
赳鵡輔
輸
榊
輔『

じ
嬰
競
斗
都
耐
戸
Ｍ
沖
い
附
料
ｅ
螂
帥

（　
　
　
）

耐
戯

（　
　
　
日こ

沖
穏
離
耐
［

（　
　
　
目
）

熙
糾
却
ざ
綿
滓
η
凱
∝
肘
輌
甜
華
き
識

Θ氏トユ

書き辞
.レト薄;41E 浪

別
記
第
六
号
注
意
④
中

「
宝
こ
冊
利
」
を

「
費
こ

「冊
濁
と
に
、
「穏
誌
滓
鋭
穏
耐
」
を

「揺
誰
ご
討
肝
洲
ド
∈
【
講

ミ
計
よ
ｅ
´
難
０
藝
競
」
に
、
声

綿
鋭
討
」
を

「沼
鋭
埠
鏡
肘
」
に
、
「瀬
鋭
ヽ
マ
ー
キ
滉
マ
劣
ｅ
丼
訂
」
を

「伴
⊂
【

雛
馬
討
゛
ｅ
膏
圏
↓
が
引
川
辟
α
声
Ч
マ
ー
や
境
く
ア
⑤
髯
笥
」
に
、
「遭
郭
騨
鎌
滸
」
を

「【
営
ヽ
営
遭
孫

日
爺
辟
再

鳶
ラ
訴
尊
ゞ
Ａ
ハ
前
微
ヴ
。
討
託
ぐ
ｖ
コ
ｌ
ё
引
料
Ｎ
郭
車
群
が
萬
ト
ト
対
ゝ
齢
ゆ
再

，―
芦
郭
韓
母
苦
嘉
脚
ｓ
野
軒
。

野
計
Ｌ
に
改
め
、
同
⑪
を
同
①
と
し
、
回
⑭
を
同
②
と
し
、
同
⑮
を
同
⑪
と
し
、
同
①
を
同
⑪
と
し
、
同
Ｏ
中

「襲
ゆ

ｅ
甫
」
を

「瞬
学
」
に
、
「冊
刈
ｅ
単
“
」
を

「襲
ゆ
功
射
ラ
鏃
ゆ
算

「対
ご
」
Ｎ
′
餅
ゝ
Ｍ
ゆ
耳

「Ｗ
ｓ
」
Ｎ
Ｏ
心
団

き
【
〈
説
け

，
Ｌ
舒
ｓ
」
Ｎ
Ｏ
Ａ
目
き
れ
述
ゆ
再

，
【
ｅ
貯
洲
ｅ
郎
中
滓
碗
熙
Ｋ
群
が
酎
瀬
鋭
熱
錢
計
瞬
甜
導
輩
灘
鵬

軽
」
に
改
め
、
「聖
ゆ
」
の
下
に

「滓
鶴
↓
当
競
斗
熱
耐
声
剖
洋
い
肝
淵
⑤
Ｐ
謙
聯
片
ｓ
Ｐ
氏
マ
】
呂
ｅ
勲
＞
⑤
洲
謝
遭

営
群
」
を
加
え
、
同
Ｏ
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

母
缶
名
魏
沼
鋭
熱
鏡
泄
機
諜
華
琶
科
鵬
終
」
膏
再
ｖ
筐
引
③
難
］
丙
辞
む
ヽ
蔀
滓
鏡
徹
幌
肘
搬
誰
華
査
辞
隣
経
ｅ

剖
帥
Ｎ
訓
＞
ｇ
Ａ
ハ
れ
隊
ゲ
。

糾
や
　
熱
瀾
鋭
魏
悦
泄
穏
諜
導
き
科
Ｍ
横
○
訓
煎

痒
引
ｅ
ｐ
Ⅳ
ヴ
ｅ
訓
部
弾
識
弾
ゆ
Ｊ
痺
州
謎
＞
軒
い
出
併
。

ｐ
蔀
沼
磯
魏
鋭
討
欄
誰
群
⑤
き
辞
識
“

μ
　
熱
鏡
討
穏
謙
華
転
単
脚
膏
車
獣
ぐ
Ａ

，
い
舗
ゆ

や
　
赤
弟
Θ
灘
か
乾
単
群
卜
Ｃ
Ａ
ラ
か
舗
ゆ

∞
聖
輔
理
鮒
潮
濡
慈
郁
聯
い
域
蝋
乾
鞘
総
耐
〔
Ｍ
、
い
碧
ゆ
⑤
耐
甫
ｅ
梯
協
粛

，
残
⇒
ｅ
耐
蔵
膏
汁
辞
ゝ

卜
　
緯
轄
討
穏
謎
奉
声
片
ｓ
Ｃ
襲
ウ
Ⅵ
綿
耐
下
静
沖
い
襲
学
導
略舒
が
Ｍ
ゆ

げ
輩
灘
静
油
⑤
訓
“

ヽ
　
用
瀬
Ｈ
輩
耐
ｅ
舗
ゆ

口
　
用
阿
猪
対
薄
当
測
ｅ
舗
ゆ

／ヽ　
黙
謀
射
ｇ
ｅ
蛹
ゆ

Λ
訓
＞
菖
Ｖ

締
鋭
討
穏
誰
尊
功
単
帥
戸
車
珊
σ
ヽ
ラ
ゝ
筋
ゆ
Ａ
ｖ
産
灘
競
川
沖
Ｈ
【
舒
ｕ
討
Ｍ
ゆ

囃
柴
料
ぶ
魏
瀾
鋭
魏
鋭
討
穏
謙
華
琶
識
Ｍ
器

（
Ｐ
Ｉ
ヽ
）

誌
蘇
ｕ
朗
域
軒

，
舗
ゆ

離
照
軒
い
徹
瀾
鋭
蔀
鋭
討
韓
誰
導
琶
辞
胆
経

（　

／ヽ　
）

別
記
第
六
号
注
意
Ｏ
を
同
⑮
と
し
、
同
⑮
中

「鯉
ｒ
⊂
対

，
」
を

「熙
Ｌ
軒
い
」
に
、
一言
一熊
講
心
募
熊
ご
ヽ
」
を
「Ｏ

葛
団
き
【
イ
に
改
め
、
同
⑩
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

軒
静
Ｌ
瀑
酪
苗
営
遊
耐
鵬
経
」
声
再
！
揉
引
ё
辮

ド
下
離
じ
ヽ
搬
離
ヨ
討
き
辞
鵬
嶺
⑤
訓
帥
Ｎ
訓
＞
ぐ
ヽ
ハ
れ
け

て
Ｖ。難

ｗ
　
鶏
酪
目
皆
と
耐
牌
終
③
識
帥

潔
引
ｅ
”
伴
げ
ё
刊
煎
Ｎ
識
憐
ゆ
Ｊ
痺
【
識
＞
母
ゝ
“
併
。

拇
糾
離
芭
苦
ｅ
奎
耐
訓
申

Ｐ
　
鞘
義
首
苦
遊
引
苗
番
再
学
卦
軒
い
説
ゆ

〕

糾
総
道
営
功
串
科
ｅ
襲
学
丙
油
Ｉ
ｃ
Ａ

，
ゝ
飾
ゆ

∞
餃
輯
爛
哨
営
竜
卜
Ｃ
討
襲
⇒
Θ
縣
副
離
ｅ
粽
舶
哉
”
づ
襲
ゆ
ｅ
環
副
離
再
４
軒
が
世
ゆ
導
弩
ｏ
＼
貰
引
【

卜
　
け
襲
葛
糾
酪
芭
営
】
卜
Ｃ
【

，
い
舗
ゆ
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σ
差
計
離
和
⑤
剖
“

式
　
期
瀬
耐
琶
耐
ｅ
筋
ゆ

口
　
瑠
皿
所
矛
癖
と
灘
○
誦
コ＞

ノヽ　
謝
欝
軒
⊂
○
舗
ゆ

Λ
訓
＞
宦
Ｖ

淋
謝
首
営
競
】
赴
番
再
ゆ
卦
辞
い
Ｍ
中
心
´
占
耐
乾
用
瀬
Ｈ
心
舒
じ
討
Ｍ
ゆ

熙
Ｌ
軒
Ｎ
雑
難
遭
営
と
耐
鵬
嶺

（
Ｐ
Ｉ
ヽ
）

誌
欝
朗
踊
境
軒
ゲ
筋
ゆ

熙
Ｋ
↓
ゝ
沖
読
遭
昔
輩
耐
勝
継

〈　

ノヽ　
〉

別
記
第
六
号
注
意
⑮
を
同
①
と
し
、
回
⑭
中
「
爾
と
を
弓
繭
ｅ
丼
萬
と
に
、
「冊
刈
謀
帥
」
を
Ｆ

湘
ｅ
単
帥
」
に
、
「ド

掛
」
を

「避
ゆ
」
に
改
め
、
回
り
を
同
⑦
と
し
、
同
⑭
を
同
⑩
と
し
、
回
⑬
中

「鶴
耐
群
が
用
和
出
」
を

「誌
耐
群
か

用
邸
赤
浙
離
瀬
鏡
用
瀬
Ｈ
」
に
、
「力
薄
蝋
遊
珊
耐
辞
ゝ
Ｍ
吊
」
を

「磨
購
蝋
遊
畔
科
軒
か
鵬
盤
歳
」
に
、
「肘
載
萬
刑
瀬

Ｒ
ド
対
い
鵬
揺
」
を

「所
蓋
丙
用
郎
オ
労
藩
濶
碗
用
瀬
Ｈ
ド
軒
ざ
鵬
基
嵐
」
に
改
め
、
同
⑮
を
同
⑮
と
し
、
同
⑮
の
前

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

①
　
μ
Ｏ

「Ц
マ
ー
十
」
○

「Ｃ
Ｓ
も
理
ロ
ク
ｅ
欝
⑤
森
蝋
③
葬
討
」
濤
∝

「蟄
攣
廿
」
萬
可
フ
遭
糾
導
＞
こ
誠
丙

節
ミ
か
当
辞
Ｍ
終
丙
熙
Ｌ
∈
労
亨
舗
ゆ
再

「藤
」
Ｎ

，
囃
Ｌ
軒
か
舗
ゆ
葺

「引
」
Ｎ
Ｏ
【
田
き
【
ハ
ヽ
け
ラ
。

別
記
第
六
号
注
意
⑫
中

「」か
藩
猟
功
躙
灘
群
が
肘
犠
」
を

「薄
叫
囃
境
理
澱
軒
が
辟
経
蔵
」
に
、
「酎
鐵
萬
剛
謹
Ｈ
併

対
ざ
牌
経
」
を

「市
議
声
用
諄
Ｈ
卜
対
さ
鵬
器
蔵
」
に
改
め
、
「「＞
Ｌ

Ｎ
Ｏ
【
」
の
下
に

「国
き
説
卜
■
Ｐ
遭
珊
絣
＞

こ
錨
膏
節
ミ
ゝ
奎
耐
鵬
吊
萬
囃
照
ゞ
対

，
館
ゆ
算

「藤
」
弾
‘
鞘
Ｌ
母
い
飾
ゆ
再

「引
」
郎
〇
【
目
き
ヽ
ハ
説
”
ブ
９

普
洋
【
′
戯
普
○
灘
配
○
穏
甜
訛
Θ
涛
訂
萬
脂
ｓ
輩
灘
∈
ン
遭
糾
削
≧
ご
裁
声
酎
ミ
●
当
科
Ｍ
鶴
声
囃
Ｌ
∈
軒

，
Ｍ
ゆ

再

「藤
」
Ｎ
‘
即
Ｋ
軒
い
舗
ゆ
再

「哄
」
弾
Ｏ
心
」
を
加
え
、
同
⑫
を
同
⑮
と
し
、
同
①
中

「囃
Ｌ
ぐ
軒

，
」
を

「囃

脹
軒
い
」
に
、
「習
謡
講
葛
軒
ま
ご
評
」
を

「Ｏ
【
団
ざ
前
」
に
改
め
、
同
①
を
同
⑫
と
し
、
同
⑩
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

Ｏ
　
騨
こ

「離
酵
鵠
コ
譲
曲
鵠
滓
鋭
商
掛
置
営
麹
Ｍ
封
」
ｅ

「謙
翌
藤
肝
回
誤
渤
熊
鷲
訥
ｅ
肝
熊
溢

滓
碗
「ゝ

マ
ー

４
渤
離
蹴
報
ｅ
熊
浙
」
下
再
ツ
離
浙
弾
Ш
前
萬
脂
ｓ
辞
訓
ｇ
ソ
望
辮
鵡
＞
こ
董
膏
節
囁
ふ
輩
耐
Ｍ
稲
戸
赳
Ｌ
ｇ
対

，
舗
ゆ
再

「騨
」
Ｎ

，
囃
Ｌ
軒
い
飾
ゆ
再

「酬
」
Ｎ
Ｏ
【
田
き
【
ハ
説
け

，
。
襲
騨
弾
ゆ
鶯
ｇ
対
専
営
鼠
田
戯
葛

課
騨
軒
い
臼
仕
哉
【
弾
抒

，
朗
ゆ
覗
心
を
け
弾
哺
洸
Щ
前
丙
指
ｓ
熱
剥
【
弾
射
写
舗
ゆ
再

「謡
訓
封
Ｈ
」
Ｎ
Ｏ
【

目
ざ
葛
ハ
前
併
ラ
。
野
討
フ
Ч
Ｈ
Ｉ
導
代
Ｉ
Ч
赳
翠
併
再
′
熊
オ
膏
弱
蝋
輩
ｅ
引
加
ゆ
功
卜
Ｇ
討
舗
ゆ
Ａ

，
，
苗

命
爺
◆
卜
離
オ
サ
い
０
前
血
】
再
ヽ
マ
ー
十
ｅ
奇
攣
涛
船
輩
ド
Θ
引
騨
ゆ
Ｎ
薄
き
対
心
対
時
ご
夕
研
鬱
Ｂ
声
サ
Ｌ

Ｎ
謹
干
併
時
ゝ
畔
騨
Ｎ
ヴ
了
′
出
苦
戸
囃
怪
辞
い
飾
ゆ
再

「畔
低
軒
ゝ
」
Ｎ
フ
囃
Ｌ
∈
”
ラ
舗
ゆ
再

「騨
Ｌ
∈
射

ラ
」
弾
○
【
□
き
葛
〈
耐
け

，
ｏ
併
ｗ
萬
´
「へ
Ｌ

ヽ
Ｏ
【
国
き
れ
卜
【
▼
酎
蓋
丙
腔
酢
ぷ
転
器
測
群
ざ
料
癖
Ｍ

終
Ｎ
甜
＞
ｇ
′
齢
議
膏
諏
瀦
料
済
口
湾
鋭
【
Θ
書
⑤
】
用
伴
半
沖
い
製
蛹
義
Ы
か
調
ゆ
再
【
ｅ
出
鋤
郎
訓
＞
∈
ヽ

ハ
説
併
亨
ｏ
討
れ
げ
ツ
遭
群
囃
ｅ
自
澱
攀
膏
片
ｓ
遭
淋
囃
遊
爺
測
辞
ゝ
滸
潜
Ｍ
綿
Ｎ
４
ｓ
哺
舜
ヴ
舗
ゆ
労
偶
を
け

Ｎ
翁
軒

，
出
蔀
再
片
ｓ
・
癖
叫
囃
遊
珊
灘
↓
心
料
済
脚
絲
膏
片
ｓ
輩
測
げ
肘
舗
ゆ
再
ツ
「口
Ｌ

Ｎ
Ｏ
葛
目
き
れ
ト

【
´
酎
蛍
膏
【
⑤
料
膳
牌
絲
僻
訓
＞
⊂
´
淋
議
声
帥
溶
料
欝
口
漕
鏡
【
ｅ
き
⑤
】
用
ド
報
ヽ
い
出
飢
耕
舒
ざ
舗
ゆ

再
【
ｅ
嶼
対
Ｎ
削
＞
ご
ヽ
ハ
討
け

，
ｏ
軒
舒
了
Ц
Ｈ
‐
導
ゃ
１
判
畔
即
【
母
が
Ｍ
ゆ
再
´
】
乱
∈
ひ
料
満
腑
絹
膵

測
５
い
】
用
再
舒
ｓ
野
痺
き
遊
′
齢
戴
〔
勲
漆
料
溝
コ
渾
幌
【
ｅ
藤
ｅ
】
用
ド
＃
沖
か
娯
蛹
乾
舒
か
鍼
ゆ
再
【
⑤

出
鋤
熊
識
＞
ぐ
ヽ
ハ
前
辮

，
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ
回
土
変
逓
省
告
示
第
千
百
八
十
号

（昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
六
条
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
並
び

の

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
設
備

（昇
降
機
を
除
く
。）
の
定
期
検
査
報
告
に
お

の
項
目
、
事
項
、
方
法
及
び
結
果
の
判
定
基
準
並
び
に
検
査
結
果
表
を
定
め
る
作

一百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

八
年
十

一
月

一
日

第

一
中

改
め
る
。

別
表
第

じ除等理きる設備気⌒居れけが設換づに三は項第八二法一
くを室調べけを設換室たら設備気き基項第又二条十第

一　
一
の

を

０

」
に

０

及
び

改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣

い
毛

ご
闇
番
晶
Ｆ
Ｌ

「働
」
に

朔 働 閃 はl lttl 日 l― l l→

髄勁
触飯蛎維殿
る

鑑繍蝋
線離
棚

状
況

風
道
の
材
質

風
道
の
取
付
け

の
状
況 囃は卵嘲購脚

聯
隅湘

朔
叡
靴
触
蒻

″
染
コ

確

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

腕朝
叡靴触
診
によ
り権

瀧朔
叡監触診
によ
り確

湘朔
叡監触
診

功

る

こ
と

よ
つ

て

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

食いと標4

猛協ぽ皇

都鍮飽鯨加旅はν持れ

離
推
と
な
っ
て
い
る
こ

孵蹴掬従研嘲幹効粧約

准 あ風
なとり道
い又空の
こは気接
と取が統°
付漏部
けれに
がて損
堅い傷
図るが 損 こ

取
付
け
が
堅
回
で
な
い

と
又
は
著
し
い
腐
食
、

傷
等
が
あ
る
こ
と
。

浦
般
ぷ溺椰釧靴唖
繍

Ｌ
こ

。

こ の

取
付
け
が
堅
固
で
な
い
こ

と
又
は
著
し
い
腐
食
、
損

傷
等
が
あ
る
こ
と
っ

と


